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我々は Si フォトニクスとフォトニック結晶

導波路 (PCW) を利用した非機械式オンチッ

プ FMCW LiDAR を開発している．FMCW 方

式では，線形に周波数を掃引した FM変調が必

要となる．これまで報告した強度変化を伴う擬

似的な FM変調では，実効的な信号低下が懸念

されるため[3]，我々は純粋な FM 変調となる

搬送抑制片側波 (CS-SSB) 信号を生成した[4]．

今回，これを用いてファイバ遅延線による測距

実験を行ったところ，この信号によるビート信

号の優位性が確認された． 

CS-SSB 変調は I-Q 変調器の光と電気信号の

各部の位相を調整することで生成される[5]．

同様に，搬送波を抑制しない単なる SSB，搬送

波抑制両側波 (CS-DSB)，DSB も可能である．

製作した Si PCW I-Q 変調器を図 1に示す．各

移相器は櫛形p-nドープした長さL = 300 mの

格子シフト型 PCW (LSPCW) である．図 2 は

上記の 4 種類の変調を行ったときの光スペク

トルである．ただし変調周波数は 3 ~ 6 GHzの

間で線形的に掃引した．CS-SSB 信号は主モー

ドが他のモードに対して抑圧比 (SMSR) 18.0 

dB と良好である．次にこの変調光を参照光路

と遅延光路に分岐した後にミキシングし，バラ

ンス型 PD で受光，ビートスペクトルを観測し

た結果を図 3 に示す．パワーを比較すると，

CS-SSB は 20.7 dBm, SSB は 22.8 dBm, 

CS-DSBは25.5 dBm, DSBは26.0 dBmとなり，

CS-SSBによるスペクトルは他より2.1 ~ 5.3 dB

高くなった． 

 

 
図 1 製作した Si PCW IQ 変調器． 

本研究は JST-ACCE プロジェクトにて実施

されている． 
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図 2 周波数掃引信号に対して 4 種類の変調をお

こなったときの光スペクトル． 
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図 3 各信号によるビート信号スペクトル．fbeat

は計算上のビート周波数． 
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